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・山腹基礎工、緑化等による
   崩壊地の復旧

・適度な間伐の実施による下層植生の繁茂促進 
　・列状間伐による間伐材の林外搬出と活用

・伐採後の枝条・残材を活用した柵工等の整備
　・できる限り林地をかく乱しない施業方法の採用

・間伐木を活用した柵工整備
 　・緩衝林帯の整備・残置

・適度な間伐の実施による下層植生の繁茂促進・渓流の水衝部における護岸工の整備・護岸工、植栽工等による
   崩壊地のすみやかな復旧

・沢沿いや谷部を避けた作業道・作業路整備
　（できる限り山腹斜面や尾根筋に作業道等を配置する）
　・最小限の伐開による作業道・作業路整備
　・適度な間伐の実施による下層植生の繁茂促進

・治山ダムの整備、広葉樹の植栽等による
   崩壊地の速やかな復旧

・伐採跡地のすみやかな再造林
　　・表層土砂の流出を抑制する柵工整備（切株や残材を活用）

・緩衝林帯の整備

・緩衝林帯の整備

・流木等を捕捉する鋼製スリットダムの整備

◆◆◆ 森林整備・保全の基本的な考え方 ◆◆◆

　「海域環境の保全に資する森づくりに向けて」
　　1. 適正な森林の整備・保全による表層土砂や枝条残材の流出抑制

　　   ① 適度な間伐の実施による下層植生の繁茂促進

　   　② 斜面下部における緩衝林帯の残置・整備

　   　③ 作業道・作業路において土砂流出を抑制するための配慮

　   　④ その他の配慮

　2. 山地災害の復旧のための施設整備（濁水発生のすみやかな改善）

　3. 流木等を捕捉するための施設整備（後背山林からの流木の流出を抑制）

森林整備・保全の基本的な考え方
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